
     

   
 
 
 

 

 

 

 

第 11 週（3 月 13 日～19 日）インフルエンザ警報」が解除になりました。 

今シーズンの特徴は、流行の立ち上がりは例年に比べやや早かったが、ピークにおける 1 医療機関

当り患者数は 58.34 人と、中程度の流行でした。インフルエンザウィルスの型は、Ａ型が主流でし

た。     （H18.3.22 県発表） 
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※ ご意見、ご感想おまちしています。 

○ 編集後記 ○ 

今回から担当スタッフの一員になりました 

和泉です。よろしくお願いします。 

今年度もはっするのご愛読をよろしくお願

いします（＾＾）/ 

 

福井県感染症発生動向調査速報 

【3 月】（2 月 27 日（9 週）～4 月 2 日（13 週まで） 

・ １～4 類 報告ありませんでした。 
・ 5 類 全数報告はありませんでした。 

 

喚起!！ 

ミドリガメなどのハ虫類に触れた後は、必

ず、十分な手洗いをしましょう。 

病原微生物検出情報によりますと、ミドリガメ

（ミシシッピアカミミガメ）を原因とする小児

のサルモネラ症の発生事例が報告されており

ます。カメ等（ハ虫類）の糞便中のサルモネラ

菌の保菌率は 50～90%の報告もあります。お

子さんやお年寄り、免疫が低下した方がいる家

庭でハ虫類を飼育するのは、サルモネラを保有

していることを念頭において飼育方法を十分

検討してください。 

  
 


